
教 青

一手

(1) 第2975号 (昭和30年3月28日第三狸郵便物配可）

本
学
が
あ
る
岐
阜
県
端
浪
川
市
は
人
口
７
万
４
０
４
７

市
と
中
津
川
市
は
、
南
に
愛
人
で
商
エ
業
都
市
と
し
て
発

知
県
、
東
に
長
野
県
謹
隣
接
展
し
、
２
０
２
７
年
に
は
り

し
た
東
謹
地
域
と
呼
ば
れ
、
ニ
ア
中
央
新
幹
線
岐
阜
駅
が

岐
阜
県
南
東
部
に
位
置
し
て
建
設
さ
れ
る
予
定
で
、
「
リ

い
る
。
東
澄
地
域
は
２
市
の
ニ
ア
を
活
か
す
街
づ
く
り
」

他
に
多
治
見
市
、
土
岐
市
、

を
推
進
し
て
い
る
。
両
市
と

恵
那
市
を
加
え
た
５
市
で
成
も
市
政
”
周
年
を
迎
え
た

り
立
ち
、
大
都
市
圏
の
名
古
令
最
大
の
懸
案
雲
項
は
人

屋
へ
の
ア
ク
セ
ス
に
は
、
Ｊ

口
減
少
の
問
題
で
あ
り
、
少

Ｒ
中
央
本
縄
中
央
自
動
車
子
高
齢
化
と
著
者
の
大
都
市

道
国
道
廻
号
線
が
整
備
さ
腿
流
出
に
歯
止
め
が
か
か
ら

れ
利
便
性
の
良
い
地
域
で
あ
な
い
状
況
が
続
い
て
い
る
。

る
。
地
場
産
業
と
し
て
は
日
追
い
打
ち
塗
か
け
る
よ
う
に

本
で
も
有
数
の
陶
磁
器
「
美
人
ロ
戦
略
会
議
が
公
表
し
た

躍
淫
の
産
地
で
知
ら
れ
、

苓
和
６
年
・
地
方
自
治
体

両
市
の
ウ
エ
ブ
サ
イ
ト
に
よ

尋
続
可
能
誉
分
析
レ
ポ

る
と
、
今
年
６
月
１
日
現
在
、
１
ト
」
（
２
０
２
４
年
４
月
）

瑞
浪
市
は
人
口
３
万
５
５
０
に
お
い
て
、
瑞
浪
市
と
恵
那

４
人
篁
震
焼
と
化
石
の
町
市
は
屑
滅
可
能
性
自
治

と
し
て
有
名
で
あ
る
。
中
津
倭
に
あ
げ
ら
れ
、
地
域
住

秀
ル
心
デ
イ
ア
の
脳
牌
咽
‐

１
１

１
１
１
１

Ｉ
地
方
私
大
か
ら
の
緊
急
提
言
Ｉ

’
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民
は
衝
撃
を
持
っ
て
こ
の
こ
設
立
時
に
は
、
建
学
の
精
神
充
足
率
も
過
去
最
低
」
と
の

１
．
４
％
、
そ
の
他
の
地
域
の
フ
ィ
ー
ル
膳
を
活
用
し

集
状
況
を
こ
と
さ
ら
取
り
上

と
を
受
け
止
め
て
い
る
。

「
学
術
と
ス
ボ
ー
ン
の
真
剣
見
出
し
が
躍
っ
た
。
日
本
私
は
卵
・
５
％
で
あ
る
。
ま
た

て
、
地
域
の
多
感
な
人
灸
と

げ
、
優
劣
を
決
し
て
い
る
と

こ
の
よ
う
な
地
域
に
あ
る
味
の
殿
堂
た
れ
」
に
基
づ
立
学
校
振
興
・
共
済
事
業
団
中
日
新
聞
社
の
調
査
結
果
に
交
わ
り
な
が
ら
問
題
を
抽
出
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
で

小
規
模
私
立
大
学
の
本
学
き
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン
星
涯
に
に
よ
る
こ
の
鯛
査
で
は
、
ｌ
よ
る
と
、
本
学
が
あ
る
中
部
し
て
課
題
解
決
を
図
る
Ｐ
Ｂ
あ
る
。
秘
立
大
学
等
経
瀧
補

は
、
１
９
６
６
年
中
京
短
期
わ
た
り
、
主
体
性
を
持
ち
、

９
９
９
年
産
の
開
始
以
来
、
地
区
の
現
状
は
全
国
の
比
率
Ｌ
や
行
噸
琵
爽
施
し
、
地
域
助
金
の
配
分
方
法
を
例
に
挙

大
学
、
１
９
９
３
年
中
頭
学
地
域
社
会
に
貢
献
で
き
る
人
初
の
５
副
超
え
で
、
旭
歳
人
よ
り
も
８
藷
商
い
副
％
（
別
と
脇
鋤
し
て
未
来
塗
背
負
う
げ
る
と
、
教
育
末
来
創
造
会

院
大
学
経
営
学
部
を
關
学
財
育
座
、
ビ
ジ
ョ
ン
思
域
ロ
の
減
少
等
の
影
癖
を
受
校
）
が
定
員
割
れ
に
陥
り
、
若
者
を
育
て
て
い
る
点
で
あ
謡
の
一
次
提
言
を
踏
孝
垂

し
、
２
０
１
０
年
肴
謹
学
部
に
お
け
る
知
の
拠
点
の
実
け
、
定
員
割
れ
は
３
２
Ｏ

こ
れ
を
小
規
模
六
学
に
絞
る

る
。
ま
た
学
生
一
人
ひ
と
り

収
容
定
員
未
充
足
の
学
部
等

垂
開
設
、
さ
ら
に
２
０
１
９
現
」
が
策
定
さ
れ
、
地
域
に
校
、
前
年
度
よ
り
６
．
０
群
と
約
７
劃
が
定
員
割
れ
で
、

に
向
き
含
っ
段
階
的
な
面
談
に
対
す
る
増
減
率
表
の
厳
格

年
に
は
学
校
法
人
中
京
学
院
必
要
不
可
欠
な
存
在
感
を
持
（
諏
校
）
増
加
と
あ
る
。
定
小
規
模
大
学
ほ
ど
学
生
募
集
指
導
鏑
地
元
公
立
高
校
と
の
化
が
つ
た
わ
れ
、
定
員
充
足

と
し
て
新
た
な
ス
戎
－
卜
を
ち
、
共
に
発
展
す
る
大
学
を
員
割
れ
し
た
私
大
の
割
合
は
に
苦
労
し
て
い
る
現
状
が
浮
高
大
接
続
教
育
の
捲
進
等
に
率
が
そ
の
ま
ま
補
助
金
に
影

き
り
、
こ
れ
ま
で
鎚
隼
間
、
目
指
し
て
い
る
。
こ
の
ミ
ツ

３
年
連
続
増
加
し
て
お
り
、

き
彫
り
に
な
っ
て
い
る
。

取
り
組
ん
で
い
る
。
多
橇
な
饗
し
、
収
容
定
員
の
釦
％
を

東
濃
地
域
唯
一
の
高
等
教
壹
シ
ョ
ン
と
ビ
ジ
室
ン
は
、
地
都
市
部
の
大
規
模
校
に
入
学

上
記
の
よ
う
に
、
私
大
の
学
生
を
受
け
入
れ
や
顔
と
名
充
足
で
き
な
け
れ
ば
補
助
金

機
関
と
し
て
歩
ん
で
き
た
．
域
で
不
足
す
る
保
育
土
、
栄
者
が
集
ま
っ
た
こ
と
か
ら
、

入
学
者
に
関
す
る
数
値
で
は
前
が
一
致
す
る
環
境
の
中
、

は
支
給
さ
れ
な
い
。
ま
た
私

卒
業
生
は
過
去
、
年
間
に
限
謹
士
、
看
謹
師
の
養
成
と
確
小
規
模
校
や
地
方
で
定
員
割

示
規
模
×
地
方
」
の
要
件
一
人
ひ
と
り
の
学
生
の
声
を
立
大
学
等
改
革
総
合
支
援
事

丁
寧
に
受
け
止
め
、
理
想
の
業
タ
イ
プ
ー
痔
色
あ
る
教

人
財
の
地
産
地
消
担
う
小
規
模
私
立
大
学
聯
織
鯛
謝
蝿
雛
職
蕊

れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
本
学
規
模
大
学
に
と
っ
て
ハ
ー
ド

っ
て
も
３
０
０
０
人
を
超
保
、
経
営
学
を
身
に
付
け
た
れ
が
広
が
っ
た
可
能
性
が
あ
が
揃
う
と
、
先
行
き
の
不
透
同
様
に
苦
境
に
あ
る
他
の
地
ル
の
高
い
項
目
も
複
数
見
受

え
、
そ
の
う
ち
看
護
師
７
１
人
財
輩
出
等
、
地
元
自
治
体
る
と
述
べ
て
い
る
。
定
員
割
明
感
が
増
す
厳
し
い
数
字
が
方
小
規
模
私
立
大
学
で
も
地
け
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
例

５
人
、
保
育
士
７
０
６
人
の
の
要
請
を
受
け
設
置
さ
れ
た
れ
大
学
数
に
つ
い
て
規
模
や
並
ぶ
。
こ
の
条
件
の
真
っ
只
域
創
生
の
使
命
感
を
持
貧

を
見
る
と
、
「
小
規
模
×
地

約
６
割
が
地
元
に
就
職
し
、
経
緯
を
踏
ま
え
、
ま
た
少
子
地
域
別
で
億
公
表
さ
れ
て
い
中
に
い
る
本
学
も
同
様
で
、
建
学
の
精
神
を
冥
現
化
す
る
酉
大
学
に
不
利
な
施
策
で

専
門
職
と
し
て
地
域
の
発
展
化
の
加
速
と
大
都
市
圏
へ
の

な
い
が
、
定
員
充
足
率
で
参
入
学
者
数
は
コ
ロ
ナ
禍
を
狭
教
育
改
革
等
、
様
々
な
自
助
あ
る
よ
う
に
思
え
て
な
ら
な

に
寄
与
し
て
い
る
。
新
法
人
人
財
流
出
が
後
を
絶
た
ず
地
る
と
、
小
規
模
大
学
蛇
・
６

ん
だ
こ
の
４
年
間
で
急
速
に
努
力
を
し
て
い
る
こ
と
は
想
い
。
地
域
性
や
人
口
減
等
は

方
が
疲
弊
す
る
中
で
、
地
域
％
、
中
規
模
大
学
１
０
１
．
減
少
し
、
厳
し
い
運
琶
に
陥
像
に
難
く
な
い
。
地
方
小
規
考
慮
さ
れ
ず
、
定
員
割
れ
が

。
窪

・
の
若
者
を
育
て
輩
出
す
る
地
９
％
、
大
規
換
大
学
１
０

っ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
模
私
立
大
学
で
は
、
地
域
を
続
け
ば
、
最
終
的
に
は
自
助

》皿羅墨》蝿処方創生の責務を強く自覚３．５％であり、規模ただ手蓬こ》愚いている支える人財を壁出する、努力の欠如が婆因と指摘
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い
状
況
で
あ
っ
た
。
示
規
か
ら
こ
そ
私
学
運
営
の
原
点
れ
て
い
る
こ
と
を
忘
れ
な
い
合
、
規
模
の
適
正
化
を
迫
ら

れ
て
い
る
。
こ
れ
も
ま
ま
な

や
中
中
ヵ

中
中
中
中

日
新
聞
、
日
本
経
済
新
聞
に
加
わ
る
と
さ
ら
に
数
字
は
悪
を
具
現
化
す
る
教
育
改
革
と

昨
今
の
私
大
振
興
策
に
つ
ら
な
い
大
学
は
、
撤
退
に
追

生灘
難
難
鑿
艶
龍
蕊
雛
簾
隷
篭
罐
蕊
鑪
議
罫
謹
繁
篝
謹
一
蕊
蕊
蕊

％
、
初
の
５
割
超
え
、
定
員
大
都
市
圏
の
充
足
率
は
１
０
革
に
共
通
す
る
の
は
、
学
外
学
規
模
、
定
員
充
足
率
、
募
例
の
報
告
は
さ
れ
て
い
る
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が
、
撤
退
後
の
地
域
へ
の
影

響
の
検
証
は
い
ま
だ
十
分
で

は
な
い
。
特
に
地
域
唯
一
の

大
学
の
撤
退
は
、
地
域
そ
の

も
の
の
褒
退
に
直
結
し
か
ね

壷
そ
の
影
響
は
未
知
数
で

あ
る
や
本
学
の
場
合
、
看
護

は
地
域
の
医
療
毎
保
育
は
教

育
、
経
営
は
産
業
を
支
え
て

お
り
、
地
域
社
会
と
長
年
共

生
関
係
に
あ
る
。
文
科
省
の

支
援
事
業
で
は
、
企
業
と
の

協
定
数
や
寄
付
額
に
よ
っ
て

共
生
性
を
評
価
し
て
い
る
よ

う
だ
が
、
そ
も
そ
も
地
域
の

企
業
や
弓
治
陣
に
も
そ
の
よ

う
な
余
力
が
な
く
、
地
方
小

規
模
私
立
大
学
に
対
す
る
支

援
の
在
り
方
と
し
て
は
不
適

切
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
長
年
に
わ
た
り

地
域
と
共
生
し
て
き
た
小
規

模
私
立
大
学
を
中
心
と
し
た

地
域
一
体
型
の
振
興
策
を
提

案
し
た
い
。
ま
ず
大
学
所
在

の
地
域
に
お
け
る
入
学
看

数
・
就
職
率
・
鐡
業
者
数

（
卒
業
生
）
を
地
域
共
生
率

と
し
て
舜
出
す
る
。
単
年
の

入
学
者
数
や
就
職
者
数
だ
け

に
焦
点
を
当
て
る
の
で
は
な

く
、
こ
れ
ま
で
の
卒
業
生
の

地
域
就
業
率
、
定
着
率
に
も

視
点
を
広
げ
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
地
域
の
人
口
増
へ
の

貢
献
度
も
合
わ
せ
て
共
生
性

を
測
り
、
対
篝
大
学
を
選
出
。

次
に
、
大
葵
自
治
体
、
産

業
界
教
育
機
関
（
小
・
中
．

高
・
さ
が
一
体
と
な
っ
た

人
財
育
成
体
制
の
織
築
筵
求

め
、
計
画
を
溌
定
す
る
。
人

口
減
少
の
著
し
い
地
域
の
教

育
磯
関
は
、
公
私
の
区
別
な

く
縦
の
つ
な
が
り
を
強
め
、

「
人
財
の
地
産
地
消
」
と
で

も
言
う
べ
き
体
制
を
鱈
桑
す

る
こ
と
が
、
減
少
に
歯
止
め

を
か
け
る
意
味
で
必
要
不
可

欠
で
尋
亀
近
未
来
の
地
方

は
、
少
数
の
市
民
が
コ
ン
パ

ク
ト
な
街
で
身
慈
濁
せ
あ
い

な
が
ら
暮
ら
す
と
雪
わ
れ
て

い
る
。
そ
の
よ
う
な
環
境
下

で
、
地
域
全
体
が
共
生
率
の

高
い
大
学
莚
中
心
と
し
た
結

び
つ
き
を
強
め
、
「
人
財
の
地

産
地
消
」
を
確
立
し
た
い
。

こ
の
ま
ま
で
は
、
地
域
に

お
け
る
人
財
育
成
の
砦
で
あ

る
小
規
模
私
立
大
学
の
灯

は
、
各
地
で
間
違
い
な
く
消

え
ゆ
く
で
あ
る
畠
毛
こ
の
灯

を
消
し
て
し
ま
う
こ
と
は
、

地
域
の
褒
退
だ
け
に
止
ま
ら

ず
、
我
が
国
の
文
化
塗
も
喪

失
し
か
ね
な
い
可
能
性
を
有

し
て
い
る
。

地
方
小
都
市
及
び
地
域
全

体
の
持
続
可
能
な
姿
を
見
据

え
た
、
前
向
き
な
振
興
策
差

切
に
望
み
た
い
。
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